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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・看護グループ研修
日時：7/30(水)、8/1(金)　 17:20～　場所：メンタルケア病棟　3階
テーマ：救急対応　講師：小泉ＭＮs　久保Ns　対象：看護・介護スタッフ
・7/16付け入職の介護員　勝田伸一さんが7/30、31青陽館でのローテーション研修実施。

・学術のグループ分けがされている。カンファ月間予定表内に記載されている為、各自確認する事｡

＜利用者様情報＞

・野月　利章　様～本日来所時より37.7℃の発熱､頭痛等の身体不調が認められ､また､｢首がまだ痛い｣と訴え補助器具を首に装着している。整形外科･内科への受診は行われていないとのことで､もし自宅付近の病院に行けないのであれば､デイケア来所後に近隣の病院を受診する方法を伝えるが､様々な理由をつけて｢行けない｣と訴えている。また､母親と喧嘩したものの､｢なんか怒ってるんだよね｣等と､母親が怒った理由が分からず困惑している様子であり､状況を振り返っている。

・清水頭　翼　様～就労継続支援B型の一覧とチョコクッキー八戸という施設のパンフレットを本人に渡している。見学に行きたいと話されている。

・駒木　洋士　様～訪問看護ステーション｢五福｣より､今週火曜日（29日）より気分高揚､多弁等､躁状態が認められていたとの情報がある。本日は､｢こないだ､重い物を入れたリュックを背負って腰を痛めた｣とのことで､工藤整形外科を受診してから来所している。来所時より気分高揚､多弁が認められ､会話を止められずにいる。姉へも連絡し､情報共有を図っていく。

・高橋　洋子　様～今まで遺族年金を貰っていたが65歳になり金額が少なくなることで生活が厳しくなると市役所に相談してきたと訴えていた。障害年金の受給ができるか国保年金課に確認した所、受給できる可能性があるとの事。主治医に確認していく。

・津嶋　イチ子様～昨日から多弁な様子が継続して見られている。昼食後に胸が苦しいと訴える為、体温測定を促すが、測定せずに「良くなりました。」と話し、自主活動の時間は多弁さ見られず、休むことができている。

・倉石　ヨシエ様～昼食の残食が多く、食後にホールのテーブルで休み、活気ない様子が見られている為、様子観察していく。

・村上　元道　様～保護者変更について確認すると、「何もないなら母親で良いって言ってた」と話されている。緊急時に連絡をするところになるため、普段は特別何かをするわけではないこと説明すると納得している。

＜事例検討＞

清水頭　翼様　　（34）　主病名：統合失調症　利用日：月～金曜日

検討内容　仕事に向けた目標計画の検討

長期目標　・再発せず地域生活を維持する。　

中期目標　①疾病管理が行える。

②規則正しい生活を送る。

③コミュニケーション能力の向上。

短期目標　①体調の変化に気づき、対処する事が出来る。

②整容面の管理を行う。

③将来の生活に対する自身の考えを明確化していく。

④相手の顔を見て会話をする｡

治療計画

①自ら体調の変化に気づき対処できた際には評価し伝える。自身で気づきや対処ができない場合には、自己洞察を促し、対処法を共に検討する。

②頭髪・口腔・爪・服装をはじめとする身だしなみにおいて、不潔な様子がある際には改善を促す。整っている面については評価し、年齢に応じたおしゃれ情報の提供も行う。床へ寝ている際には、敷物の活用や場所の検討を促す。

③今後どのような生活を送りたいのか、その実現に向け何を準備していけばよいのか、本人と話し合い見つけ出していく。（金銭管理・自宅での過ごし方・家族関係などの情報収集も行う。）

④相手の顔を見て聞こえる声で会話をするよう促す。

現状

· 6月頃、やりたいことは1人暮らし、仕事と話し、自分ではあまり考えていないと話している。

· 7/11仕事の話をしており「母から仕事できないのか」と言われ、やってみようかと考えたとの事。

· 仕事内容は体を使う仕事がいい。

· 7年程前に発症してから仕事はしていない。今まで、様々な仕事を転々としている。

· すぐに一般就労ではなく、就労施設で訓練してからステップアップしていくことを説明すると本人と母様共に了解している。

· 7月中旬頃より就労支援プログラムを行っている。拒否はない。

· 他メンバーとトランプをすることがあり、特定スタッフ以外にも話す様子が増えてきている。

検討結果

· 最近、プログラム中に自発的に発言することが増えてきており、他者とコミュニケーションを取る様子みられているが、他者に自分から話掛けることが少なく、相手の話掛けを無視することもある為、就労に向けて不適切な行動は指摘していく。

· 就労について説明を受けると納得しているが、自分では「すぐに一般就労でもできると思う」と話しており、自己評価が高い様子が見られている為、就労支援のプログラムで能力評価を行い、自分の今の状況を把握できるようにする必要がある。

· 就労を開始する際には環境の変化がある為、デイケアと併用して様子観察していくことが望ましい。

· 就労に向けて目標全体を見直していく。

＜外来情報＞

・清水頭　翼　様～就労継続支援B型を利用してみたいと相談しており、医師から許可が出ている。今後見学等を進めていく予定。

・繁名　和恵　様～笑いすぎる時に頓服薬を服用していると話されているが、笑いすぎる時には服用の必要は無く、幻聴が強い時に服用するように説明を受けている。幻聴が増えていると報告している。前回リスペリドンが処方されていますが、本日リスペリドン（1）3Tからリスペリドン（2）2T（朝・夕）に増えている。

· 村上　元道　様～喉の痛みを訴えて、医師よりタバコをやめるように説明を受けている。

＜勉強会＞
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